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教材研究ノート№7-A-11
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6小さい





②学習課題:7－5と同じように数直線を使って考え，5－7＝－2になることを説明しよう。





②見通し:小さい数から大きい数をひくことはできない。


→7－5と同じように数直線を使って考えればよい。











⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・数直線上で，進む向きと方向を考えると，正の数を引く計算と同じように説明することができる。


・負の数があると，小さい数から大きい数をひくことができる。





④共同追究後半（思考を深める）


「いつもそのように計算してよいだろうか。」


→「量としては，小さい数から大きい数をひくことはできないが，基準を決めると負の数を使って表すことができる。」





④共同追究前半（解法の比較検討）


「どちらの求め方にも共通していることは何だろう？」


→「7－5も5－7も，数直線上で，進む向きと方向を同じように考えて計算している。」





③個人追究:数直線上で進む向きと方向を考えて説明する。














①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・ひき算は，差を求めればよいことを理解している。


○既習とつなぐ見方・考え方


・2＋5の計算で，2より5大きい数を求めればよいことを学習している。


○共同追究でのゆさぶり


・小さい数から大きな数をひく経験は初めて。


○ゆさぶりに対応する経験


・数を負の数へ拡張し，0より小さい数の存在や，基準を決めたときの量の表し方を学習している。





≪学習問題≫


5－7は，いくつになるでしょうか。





≪定着・活用問題≫





授業計画･実施記録





主眼





≪学習問題≫








＜本時の展開に当たっての留意点＞


・数と数直線がしっかり結びつくように指導しておきたい。


・課題把握では，(正)＋(正)，(正)－(負)≧0の場合と同様に，数直線上で進む向きと方向に着目して考えればよいことを端的に確認したい。


・共同追究では，数と量を比較することを通して，基準を決めることにより負の数を活用できるよさを実感させたい。





⑥定着･活用問題


・定着問題「次の計算をしなさい」


　(1) 3－8　　(2) 7－10　　(3) （－5）－6


・活用問題


　右の数直線の図は，どの


ような計算を示していま


すか。


2通りの式で説明しなさい。











